
昭和34年 7月 1日発行

発行 所

富山県魚津市役所

編集発行人 関口長

〈毎月 1日発行〉
( 1官1)3円〉

共
同
集
荷
所
や

完
わ
村
購
入
な
ど

叶
r
.J
-

業
川

古
景
山

口弘、
F
.

i
i
 

円
別
刷
嗣

''c・

年肌叫
ん川

農
山
漁
民
の
自
主
的
な
総

H
M
ud
意
に
よ
っ
て
、
適
地
適
産
を

ふが町
一
一
ふ
も
と
に
由
民
山
漁
村
を
振
興
す

過

切

る
計
画
と
事
業
を
総
合
的
に

山

肌
…
す
す
め
る
た
め
、
政
府
に
お

Z-九
日u

い
て
は
新
山政
山
漁
村
建
設
対

h
i
'
 

E
♂
九

策
を
た
て
て
い
ま
す
。

の
-n
魚
津
市
で
は
東
部
農
林
地

I
M川
域
(
片
貝
、
加
積
、

道
下
、

じ

り

経

同

一
天
神
、
間
布
施
地
区

'
u.1川
)
が
昭
和
三
十
二

年
か
ら
、

・
圃
‘

.

い
回一-v

ま
た
西
部
農
林
地
域
(
下
中

・
・
;
島
、
上
中
島
、
松
倉
、
上
野

方
、
下
野
方
地
区
〉
が
昭
和
三
十
三
年

に
振
興
協
議
会
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ

三
ヶ
年
計
画
の
も
と

に
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
振
興
協
議
会
に
お
い
て
は
、
地

域
に
適
し
た
事
業
を
農
業
協
同
組
合
や

漁
業
協
同
組
合
、
関
係
団
体
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
農
林
省
の
承
認
を
得
、
補

助
を
受
け
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
中
に
実
施
し
た
事
業
は
経
団
漁

業
協
同
組
合
の
漁
業
用
の
網
の
修
理
ゃ

な
ど
を
行
う
共
同
作
業
所

(
浜
経
田、

費
用
八
八一
一、

0
0
0
円
)、

道
下
漁

業
協
同
組
合
の
海
草
類
の
撰
別
や
乾
燥

す
る
作
業
所

(
仏
回
、

五
六
五
、

0
0

0
円
〉
、
加
積
農
業
協
同
組
合
の
リ
ン

ゴ
の
撰
別
と
集
荷
を
行
う
共
同
集
荷
所

(
吉
島
、
一一、
一一一一一

一一
、

一
九

O
円
)

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
森
林
組
合
の
木
工
所

(
村
木
、

二
階
建
二
十
八
坪
、

て

五
一
九
、
六

0
0
円
)
は
、
家
具
や
室
内
セ
ッ

ト
を

作
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
本
年
度
の
事
業
計
画
の
あ
ら
ま

し
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、

〔
事
業
種
目
、
事
業
費
、

業
主
体
〕

報広市?章魚(間l酢 9月13日)
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( 1 ) 

東
部
農
林
地
域
事
業

ム
農
地
交
換
整
備
調
査
計
画
、
四

O
、

0
0
0円
(
長
引
野
土
地
改
良
区
)

ム
農
道
、
て
三
八

O
、
0
0
0
円
(
グ
)

ム
か
ん
が
い
排
水
、
四
五

O
、

0
0
0

円
(
h
q
〉

ム
共
同
作
業
所

一
棟
、

六

O
O、
0
0

0
円

(
長
引
野
第

一
生
産
組
合
)

ム
ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ヤ
l

一ム
口
、
二
、

六
五

O
、

0
0
0円
(
加
積
り
ん
ご

防
除
組
合
)

ム
動
力
噴
霧
機

一
台
、
二

五
O
、

0
0

O
円

(
経
田
農
協
)

ム
動
力
ミ
ス

卜
機

一
台
、
五

O
、

0
0

0
円
(

h
q

)

ム
動
力
ミ
ス

ト
兼
用
機
六
台
、
=
一0
0

、

0
0
0円
(
道
下
農
協
)

ム
動
力
ミ
ス
ト
兼
用
機
六
台
、
三

一
八

、

0
0
0
円

(
片
貝
虫
協
)

ム
共
同
集
荷
所
一
棟
六
七
一一
、

0
0
0

円

(
江
口
生
産
組
合
)

八
]
共
同
給
泊
施
設
一
基
、
三

O
O、
0

0
0
円
(
経
田
漁
協
)

合
計
七、

O
一
O
、
0
0
0円

魚津市友道

中部印刷株式会社

動態
9.2451世帯;
46.516人
72人
31人
38件
5件

西
部
農
林
地
域
事
業

ム
農
道
、
九
九

O
、
0
0
0
円

(
料
品

生
産
組
合
)

ム
設
道
、
四
四

O
、

0
0
0円
(
大
海

寺
新
共
同
施
行
〉

ム
共
同
集
荷
所

一
棟
、
四
九
五
、

0
0

0
円

(
宮
津
そ
さ
い
出
荷
組
合
)

ム
集
乳
所
冷
却
施
設

一
棟
、
一
、
四
五

O
、
0
0
0円
(
魚
津
酪
政
組
合
V

合
計
三
、
三
七
五
、

0
0
0円

人口
世帯数
人 口

出生
死 亡
焔姻

肉IE 姉

六
月
の
定
例
市
議
会
は
、

去
る
三
十

け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

三
%

が

不

合

格

日
午
後
四
時
か
ら
議
場
で
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
あ
と
議
会
の
常
任
委
員
を
次
の
と

一

国
民
健
康
保
険
法
施
行
に
よ
る
市
国
保
お
り
き
め
ま
し
た
。
ま
た
臨
査
委
員
に
一

は

か

り

の

検

査

結

果

条
例
な
ら
び
に
保
険
税
条
例
、
耐
火
建
は
後
藤
広
作
氏
を
選
任
に
同
意
し、

出一
一

t
か
り
の
定
期
検
査
は
去
る
五
月
に

築
物
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

納
立
会
人
に
小
林
宗
作
、
稲
恒
文
吉
氏

一一
川
り
ま
し
た
が
、
検
査
を
受
け
た
は
か

特
例
に
関
す
る
条
例
、
木
江
線
三
七
九

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

一

米
、
坪
野
i
石
垣
線
三
三
八
米
の
路
線

〔
総
務
委
員
会
〕

O
清
河
宗
作

O
島
谷
一

-エ

犯

罪

誘

発

ス

タ

イ

ル

一

を
市
道
に
認
め
る
件
な
ど
十
三
議

案

を

与

一、

藤
井
秀
信
、
河
崎
直
義
、
宮

τ一
一
(
自
然
に
親
し
む
運
動

蒋
議
し
、
満
場
一
致
で
可
決
し

ま

し

内

吉
次
郎
、
朝
野
信
治
、
内
浦
三
郎
一
一一

七
汁
二
十
一
日
か
ら
)

一

た
。

〔

建

設

委

員

会

、〕

O
伊
藤
正
問

。
藤
森
一

山一一

「
エ
へ
へ
へ

:
:
:
」

ん

国

民

健

康

保

険

条

例

な

ど

き

め

る

二

「
あ
た
し
を
ど
う
し
よ
う
っ
て

一

一-

い
う
の
?
」

F

月

定

例

市

議

会

H

Z
「
自
分
の
服
装
に
聞
い
て
み
な
」
一
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l
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・

要
次
郎
、
浦
田
与

一
、
長
谷
川
作
次

二

「司
1

/
(

の

云

了
A
ハJ
ひ

た

郎、

長
田
喜
三
右
工
門
、
後
藤
広
作
二

重

広

災

下

ー
ー
ー
よ

ご

鎖
国
平
吉
、
奥
村
順

平

一

一

J

と

‘

三

〔
産
業
経
済
委
員
会
〕
。
関
口
与
蔵

二

~
え

ま

ど

7
lu
一

O
花
岡
忠
治
、

高
木
瀕
次
、

河
崎
浅
一
…

¥
¥/
/
ど
点
を

す

寸
川

ん
一
一

之
助
、
川
岸
久
平
、
明
石
克
二
、

大一

一

バ

人

￥

ぷ
ft

-
a
ご

崎
利
吉

一山

h
E
Kべ
/
三

平

マ

〔
文
激
厚
生
委
員
会
〕
。
関
口
回
目
次

二

4
AK
Fれ
ん

窃

')
一
樹
留
貝
一一
一

。
本
田
正
信
、
稲
垣
文
吉
、
小
林
宗
一

低
血
眠
時

/

7
片
品

1
i
t
u
一

作
、
千
田
源
次
郎
、
窪
田
杉
次
郎
、
ニ

4
1
2
J
/
/
~

…

浜
多
由
利

(O
委
員
長

O
副
委
員
長
)
一

仁
、、、、
i
I
z-
-
!一i
I
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-
-
!
i
t
i
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国
保
関
係
条
例
で
は
、
運
営
協
議
会

の
委
員
定
数
、
被
保
険
者
、
保
険
給
付

、
保
健
施
設
な
ど
に
つ
い
て
き
め
て
お

り
ま
す
。

保
険
税
条
例
で
は
、
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
に
対
し
て
保
険
税
が
謀
せ
ら

れ
、
税
率
は
所
得
割
が
百
分
の

一
・
二

五
、
資
産
割
引
分
の
七

・
八
九
、
被
保

険
者
均
等
割

一
人
に
付
一
一

一
八
円
、
世

帯
別
平
等
割
五

O
六
円
で
、
四
回
に
わ

児

童

公

園

で

き

る

v
v
v

ー

新

金

屋

町

新
金
屋
町
と
村
木
地
内
に
つ
く
ら
れ
る
公

園
工
事
は
、
去
る
四
月
か
ら
始
め
ら
れ
て
お

(
写
真
上
は
経
田
漁
協
の
共
同
作
業
所

下
は
森
林
組
合
木
工
所
の
機
械
作
業
)

り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

新
金
屋
町
地
内
児
童
会
闘

が
工
費
お
よ
そ
百
万
円
で

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
公
閣
は
シ

l

ソ
、

ス
ベ
リ
台
、
プ
ラ
ン
コ
な

ど
が
多
く
備
え
ら
れ
子
供

の
遊
び
場
と
し
て
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
か
ら
哀
の
件

の
夕
涼
み
に
市
民
の
惣
い

の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
村
木
の
公
閑
は
近

く
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

(
写
真
で
き
あ
が
っ
た
児

童
公
闘
)

水
ほ
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
な
関

係
を
も
つ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

市
連
合
青
年
団
の
校
下
回
対
抗
陸
上

一
か
ら
は
伝
染
病
が
流
行
す
る
シ
ー

ズ
ン

競
技
大
会
は
、
七
月
十

二
日
(
日
)
午

一
で
す
が
、
水
道
水
は
伝
染
病
を
予
防
す

前
九
時
か
ら
東
部
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
で

一
る
ば
か
り
で
な
く
日
常
生
活
を
他
康
明

若
人
の
情
熱
を
か
た
む
け
て
行
わ
れ
ま

一朗
な
も
の
に
し
、
文
化
生
活
に
大
切
な

広
告
物
を
屋
外
に
出
す
と
き
は
、
美

一

な
お
屋
外
広
告
物
表
示
設
既
及
び
継

一
す
。
な
お
こ
の
大
会
は
来
る
八
月
末
に

一
役
割
を
県
し
ま
す
。

一

を
そ
こ
ね
た
り
、
危
険
を
防
ぐ
た
め

一

の
申
請
に
つ

い
て
く
わ
し
い

こ
と
は

一
魚
津
市
で
聞
か
れ
る
富
山
県
青
年
大
会

一

水
道
課
で
は
滅
菌
さ
れ
た
良
い
水
を

一
そ
の
場
所
や
方
法
に
つ
い
て
は
屋
外
広

一
土
木
課
ま
で
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

一

の
予
混
を
か
ね
て
行
わ
れ
ま
す
。

一
豊
宮
に
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
維
持
管

一

一

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

1

1

1

1

1
11

1

1
1
l

一理
に
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
か
ら
市

一告
物
条
例
で
き
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

一

一

一

、

、

ミ

一
民
〉
七
白
さ
ん
ま
一
人
で
も
移
く
水
道
を

一市
へ
届
出
て
許
可
を
受
け
て
か
ら
出
さ

一

ピ

ス

ト

ル

万

を

と

カ

一
利

苧

れ

る

U
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

一
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す

一

で

で

き

た

ら

は

や

く

届

出

を

一

水
道
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
気
軽
に

一

し
か
し
、

最
近
は
し
ば
し
ば
無
断
て

-

一

水
道
諜
に
お
越
し
下
さ
い
。

一掲
示
さ
れ
て

い
る
の
が
見
受
け
ら

れ

ま

ピ

ス

ト
ル
や
刀
を
こ
っ

そ
り
持
っ
て
一
振
が
届
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
況
の
機
会

一

一

お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

一

に

周

出

を

す
ま
せ
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

一

一
す
か
ら
、
現

在

屋

外

広

告

物

を

出

し

て

一

一

一

-

軍
隊
時
代
の
も
の
、
海
外
か
ら
引
揚一

ょ
う
。

一

一
お
ら
れ
る
方
や
今
後
出
そ
う
と
す
る
方

一
げ
る
と
き
持
ち
帰
っ

た
も
の
、
ま
た
は

一

も

し
届
出
が
な
け
れ
ば
、
許
可
な
り

一

に

一

第
八
回
市開民

一
に
は
こ
の
趣
旨
を
お
含
み
の
上
、
一

層

一形
見
や
記
念
品
な
ど
で
し
ま
い
忘
れ
の

一
登
録
を
う
け
る
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
法

体
育
大
会
は
県

一
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
o

も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一

に
ふ
れ
る
と
い
う
不
幸
な
結
果
と
も
な

6

体
予
選
を
か
ね

一

.• 

一

も
し
盗
ま
れ
た
ら
、
恐
ろ
し
い
犯
罪一

り
ま
す
。

宗
津
警
察
署
)

2
・

て
、
七
月
二

十
戸

'
-uJ
J
:
:
1
:
白人
口
・
5
・に

(
一
に
使
わ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

と

五
日
と
二
十
六

一三

目

j
文

一一
応

窓

会

二

一

警
察
で
は
、
七
月
中
を
、
県
下
一
斉

一-
K
，

i
川
一一

3
川一
三

一

1
3二
一
に
「
ピ
ス

ト
ル
、
刀
等
の
発
見
届
出
月

5
一
日
空
百
聞
に

一H
・F

、

:

a
e

、

り
一間
」
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
届
出
を
望

一…
七
月
八
日
大
町
小
学
校
で

沼

わ
た

っ
て
開
か

一
v

f

-
ん
で
い

ま
す
。

A
Z
t
E
F。

一…

県
下
八
ケ
所
で
吉
田
知
事
第
玉

川
一。
ピ
ス
ト
ル
'
は
、
ど
な
た
も
持
つ
こ
と

十
ヘ

j

-
一

一~

回
目
の
県
政
公
聴
会
が
、
七
月
八

日
一

が
で
き
な
い
の
で
、
警
察
へ
出
し
て

一
一

種
目
は
陸
上
戸

日
(
水
)
午
後
二

時
か
ら
大
町
小
…

一

下
さ
い
。

.

.
 

競
技
大
会
、
野

エ

学

校
講
堂
で
開
か
れ
ま
す
。

~
一
O
猟
銃
や
空
気
銃
で
、
許
可
を
受
け
て

品
川

一
球
、
軟
式
庭
球

一~

県
政

一
般
、
た
と
え
ま
県
道
の
補

い
一

い
な
い
も
の
は
、
瞥
察
へ

届
け
て
許

一

t

…
一

可
を
受
け
て
下
さ
し
。

-
一

時

、

卓
球
、
パ
!
万

修
、
子
供
の
教
育
、
保
育
所
、
税

〉
一。
刀
、
や
り
、
な
ぎ
な
た
な
ど
で
、
登

一
可

ミ
ン

ト
ン、

パ
一二

、

奥
地
開
発
、

商
工
業
の
振
興

…
一

録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
、
妻
ヘ

レ
l
ポ

l
w

、

7
ク
ピ
l

、
柔
道
、
剣

一{

工
場
誘
致
、
新
農
村
、
農
業
技
術

~
一

届
け
て
登
録
を
受
け
て
下
さ
い
。

道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
、
場
所
は
西
部

一~
の
改
善
、
畜
産
、
社
会
福
祉
等
、

い
て
O
こ
の
際
も
う

一
度
、
家
の
中
を
よ
く

h
a
学
校
、
東
品
や
学
交
、
市
営
コ

l
L
F種
々

に
わ
た
っ
て
知
事
ほ
か
各
部

川
一

探
が
し
て
、
近
く
の
交
番
か
駐
在
所

「

1

3

1

1
r
1

7
'

一…

長、

数
育
長
が
出
向
い
て
み
な
さ

ヘ
一

ま
た
は
警
察
署
に
発
見
届
出
を
し
て

な
ど
で
行
わ
れ
、
雨
の
と
き
は
八
月
二

一f

ん
の
卒
直
な
お
考
え
を
お
き
き
す

い
一

下
さ
い
。

10種目に技を競う

× 

屋

外

に

広

告

物

を

だ

す

と

き

は

許

可

を

受

け

て

iJ、

ら

一
り
は
約

一
、八

O
O個
あ
り
、そ
の
う
ち

一
不
合
格
の
も
の
が
お
よ
そ
三
%
の
五
六

個
も
あ
り
ま
し
た
。
不
合
格
の
は
か
り

に
は
、
旧
い
尺
貫
法
の
目
雌
り
だ
け
の

も
の
に
多
く
、長
さ
計
で
は
尺
指
、体
積

計
で
は
木
製
マ
ス

、
は
か
り
で
は
オ

モ

リ
、
地
オ

モ
リ
の
も
の
な
ど
に
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
パ
ネ
式
は
か

り
、
旅
は
か
り
の
う
ち
で
特
に
崎
小
売

や
鮮
魚
住Y
に
使
用
し
て
い
る
も
の
が
鈎

の
た
め
、
目
方
に
狂
い
が
生
じ
て
大
部

分
が
不
合
絡
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

各
出
張
所
別
の
受
検
数
と
不
合
格
数

(

)
は
次
の
と
お
り
。

下
巾
島
H
六
九
つ
一〉
上
中
島
日
四

六

(
六
)
松
念
日
二

八
(
二
〉
上
野

方
H
四
一一一
(
一
ニ
)
下
野
方
H
三
O
九

(
八
〉
片
貝
H
四
五

〈
一
一
)
加
積
H

一
三
九
ハ
二
)
道
下
H

一
一
八
(
一
-
一

)
経
団
H

一
一
一
(
九〉

天
神
H
四

三
(
四
)
西
布
施
H
一一一
一一一(一

)

市
連
青
陸
上
競
技
大
会

問
日
に
束
中
校
庭
て

¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
 

¥
防
¥
犯
¥
手
¥
帳
¥

¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
 

一
、
暑
く
な
る
と
、
戸
じ
ま
り
を
忘
れ

勝
ち
で
す
。
お
や
す
み
の
前
に
、
も

う
一
度
玄
関
や
裏
口
、
勝
手
窓
な
ど

の
戸
じ
ま
り
を
確
か
め
ま
じ
よ
う
。

二、

夏
は
婦
女
に
対
す
る
暴
行
が
ふ
え

ま
す
。
外
か
ら
、
す
き
み
で
き
る
部

屋
で
昆
寝
し
た
り
、

夜
の

一
人
歩
き

は
痴
漢
を
誘
い
ま
す
。
ま
た
服
装
や

状
態
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う。

三
、
ち
ょ
っ
と
の
暴
力
は
と
か
く
泣
き

寝
入
り
さ
れ
勝
ち
で
す
。
こ
の
こ
と

が
暴
力
を
ま
す
ま
す
は
び
こ
ら
せ
ま

す
。
も
し
、
被
害
を
う
け
た
ら
、
進

ん
で
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

付

寄

五、

0
0
0円
相

屋

町

弘
哲
会
代
表
ハ
問
願
寺
)

(
新
四
国
三
三
ケ
寺
観
世
音
問
研
及
び

御
砂
踏
に
よ
る
浄
財
を
社
会
制
祉
扱

護
金
へ
)

広
報
員
の
変
更

〔下
野
方
〕
ム
友
道
二
区
H
山
本
大
郎
松

ム
友
道
四
区
日
大
多
賀
常
治

〔
道
下
〕
〈仏
背
島
社
宅
H
石
坂
ゃ
い
A
背

島
市
営
住
宅
H
浦
城
正
治
ム
青
島
H

伊
藤
力
次
ム
村
木
十
区
日
脇
坂
繁

〔
片
貝
〕
ム
三
ケ
区
H
竹
内
信
二

A
平
沢

一
区
日
中
島
甚
平

〔
加
積
〕
ム
吉
島
市
営
住
宅
H
浦
田
大
行

〔魚
津
〕
ム
田
方
二
区
H
野
沢
義
雄

水
道
の
ご
利
用
を

水

防

倉

庫

で

き

る

|
貝
田
新
地
内
に
|

こ
と
し
も
出
水
期
が
せ
ま
り
ま
し
た

が
、
さ
き
に
片
貝
地
区
員
回
新
に
水
防

資
材
を
保
存
す
る
倉
庫

一
棟
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
工
費
は
十
六
万
八
千
円

木
造
ト
タ
ン
平
屋
建
十
坪
の
も
の
。

H
図
書
舘
だ
よ
り
H

m日
か
ら
夜
間
関
舘

図
書
館
で
は
暑
い
夏
の
問
、
次
の
と

お
り
夜
間
開
館
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
下

-、?
、
。

J
C

、LV期
間

七
月
二
十
六
日
か
ら

八
月
三
十
日
ま
で

開
館
時

間

午

前

八
時
半
か
ら
十
二

時
半
ま
で

午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま

で

な
お
十
二
時
半
か
ら
午
後
六
時
ま
で
は

閉
館
し
ま
す
。
休
館
日
は
従
来
ど
お
り

水
曜
日
と
月
末
で
す
。



(2) 

一
・
'
一
ト

マ
ト
は
栄
養
価
の
高
い

一
司
一
食
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

一
メ
一
す
が
、
そ
の
主
な
も
の
と
し

一

E
L
て
、ビ
タ
ミ
ン

A
と
C
を
あ
げ

-一
章
一

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
タ

|

青

少

年

問

題

協

議

会

に

市

民

の

ご

協

力

を

|

一一
栄
一

ミ
ン

A
t
ト
マ
ト
の
赤
色
ん

戦
後
、
急
激
に
増
え
た
も
の
に
青
少
一
れ
ま
し
た
。

二

E

カ
ロ
チ
ン
、
リ
ピ
コ
ン
)
が

年
の
犯
罪
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
o

こ
の
原

一

協
議
会
の
お
も
な
任
務
や
目
的
は
、
一
一
仰
の
中
で
ビ
夕
、

;
Aに
変
り
ま

闘
い
い
日
伝
M

J

開ければ一
l

訪
問
弓
引
印
刷
十
時
M
M

一一一一
主
い
じ
抗
措
村
山
市
汁

お
わ
れ
、
放
任
し
が
ち
で
あ
っ
た
こ

と
一
樹
立
に
つ
れ
必
要
な
事
項
を
調
査
審

一一
れ
ま
す
。
夏
は
野
菜
が
不
足
が
ち
に

忠
君
愛
国
、

家
族
制
度
と
い
っ
た
白
友
一

議
す
る
こ
と
。

一

一
な
り
ま
す
の
で
メ
い
に
ビ
タ
ミ
ン

A

の
ニ
大
目
標
が
く
ず
れ
去
っ
て
、

恥
少一

ι青
少
年
の
指
導
、
育
成
、
保
護
、
き
一
一
の
料
治
明
と
し
て
ト
マ
ト
を
と
り
ま

年
を
導
く
目
標
を
失
っ
た
こ
と
が
大
き
一
ょ
う
正
に
関
す
る
総
合
的
施
策
の
適
三

l
J
f

な
原
因
で
し
ょ
う
o

ま
た
、
大
人
達
に
一
切
な
実
施
を
期
す
た
め
に
必
要
な
関
一
一
ビ
タ
ミ
ン

C
は
ト
マ
ト
(
中
)
二

若
い
思
想
を
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
化
一
係
行
政
機
関
相
互
の
連
絡
調
整
を
は
一

一
七
け
は
い
リ
特
れ
ト
刊

3
4崎一

こ
と
が
原
因
と
な
り
結
果
と
な
っ
て
し
一
か
る
こ
と
な
ど
で
す
。
一
一

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
l
h
川
川
川
け
川
川
け
川
川
け
川

政
府
は
こ
の
問
題
に
法
的
並
び
に
財
一

l
-
l
h

政

的

根

拠

を

も

た

せ

る

必

要

か

ら

、

昭

一

梅

雨

ど

き

か

ら

夏

を

健

康

に

和
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
に
法
律
第
一

八
十
三
号
を
も
っ
て
、
青
少
年
問
題
協

一

l

安

静

、

栄

養

、

清

潔

が

た

い

せ

つ

|

議
会
設
置
法
を
制
定
公
布
し
ま
し
た
。

一

県
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
梅
雨
ど
き
か
ら
夏
に
か
け
て
身
体
の
一
気
温
十
八
度
か
ら
二
十
度
、
湿
度
五

O

一
日
か
ら
富
山
県
青
少
年
問
題
協
議
会

一
コ
ン
デ
シ
ヨ
ン
も
く
る
い
が
ち
で
、
仕
一
%
位
で
、
こ
れ
以
上
に
な
れ
ば
人
体
の

設
置
条
例
に
よ
り
施
行
す
る
こ
と
に
な

一事
の
能
率
も
あ
が
り
ま
せ
ん
。
梅
雨
を

一
機
能
は
弱
ま
っ
て
き
ま
す
。

り
ま
し
た
o

市
に
お
い
て
も
近
く
条
例
一
ど
う
し
た
ら
健
棄
で
元
気
に
す
ご
せ
る
一
|
ビ
タ
ミ
シ
B
群
の
欠
乏
ー

に
よ
っ
て
、
協
議
会
を
設
置
し
、
こ
の
一
、

j

一

対
策
を
推
進
す
る
よ
う
準
備
が
す
す
め

一
で
し
ょ

う

カ

:

:

:

一

身

体

の

機

能

が

ひ

ど

く

弱
ま
る
と
「

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
梅
雨
ど
き
か
ら
夏
に
か
け
て
は
ど
う
一
夏
ま
け
」
に
な
り
ま
す
口
こ
れ
は
ピ
タ

こ
の
た
め
、
去
る
六
月
十
七
日
に
議
一
し
で
も
身
体
が
だ
る
く
な
り
ま
す
。
こ
一
ミ
ン

B
群
の
欠
乏
に
よ
る
た
め
で
す
。

場
で
県
側
の
関
係
者
が
出
席
し
て
青
少
一
れ
は
高
温
多
湿
の
た
め
で
す
。
人
聞
が
一
梅
雨
ど
き
に
は
冬
期
に
く
ら
べ
て
ピ
タ

年
問
題
協
議
会
設
置
促
進
会
が
ひ
ら
か
一
か
る
い
仕
事
を
す
る
上
に
快
適
な
の
は
一
ミ
ン
要
求
量
は
三
倍
か
ら
十
倍
に
も
な

(昭和21年9月13日)
第三種郵便物認可/報広市

い
よ
い
よ
下
旬
こ
の
休
み
は
児
童
生
徒
の
個
性
を
伸

ι学
習
課
題
は
児
童
生
徒
の
負
担
能
力

か
ら
は
夏
休
み
に
ば
す
機
会
で
も
あ
り
、
ふ
だ
ん
充
分
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

入
り
ま
す
が
、

学

で

き
な
か
っ
た
点
に
留
意
し
て
そ
れ
払
い
か
が
わ
し
い
雑
誌
に
よ
る
悪
影
響

校
を
離
れ
て
家
庭
ぞ
れ
適
し
た
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
を
さ
け
、

害
悪
か
ら
児
童
生
徒
を
ま

に

ほ

と

ん

ど

の

時

た

い

も

の

で

す

。

も

り

ま

し

ょ

う

。

聞
を
過
ご
す
自
由
。
計
画
は
自
主
的
に
実
行
さ
せ
る
o

一;日
常
，i
泊
り

.t
引
…

な

時

に

お

ぼ

れ

な

ミ

-

r

j
i
l
---

多
く
の
時
聞
が
自
由
に
ま
カ
せ
ら
れ
し
き
ま
り
正
し
い
生
活
で
な
け
れ
ば
目

、
規
律
的
な
生
活

て
い
る
か
ら
自
主
的
な
心
構
え
が
な

標
が
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
で
は

を
お
く
ら
せ
た
い
も
の
で
す
。

い
と
学
校
側
の
細
か
い
心
配
り
の
も
助
言
を
与
え
て
放
縦
な
生
活
に
陥
い

-
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
方
か
ら
は
そ
れ
と
に
な
さ
れ
て
い
る
指
導
も
充
分
果
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

行
一
ぞ
れ
学
年
に
応
じ
た
一
応
の
生
活
設
計

玖。

一

=・

2
2
7
J
i
-
-一ud河川・
訴
，Y
.
i
事
前
に
児
童
生
徒
の
悩
み
な
ど
の
開

発
一
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

1
04

百
戸
川γ除
、}

;

一

酉

喪

主

小

、克
明
、hMM勺けや

'wu
・VHhd、ω

題
点
を
把
握
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
応

日
一
基
準
を
す
べ
て
の
子
ど
も
に
画
一
的
に

が

い
一一

攻

守

山

父

母

♂

一一か

し
た
処
置
を
と
っ
て
下
さ
し
。

ー
一
あ
て
は
め
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

段

取

想

以

敬

三

宮

首

…

J
盆
踊
り
、
映
画
会
、
諸
行
事
に
つ

い

月
一
ん
o

そ
の
子
ど
も
の
学
習
能
力
、
健
康

統

一
丸
山

K
M
U
K
M
Y
U才
一

三

て

は

、

諸
機
関
と
連
絡
し
て
、
そ
の

7
一
状
態
、

家
庭
状
況
に
応
じ
た
生
活
設
計

:
e
f
-
-e
d

、
q・5
h
7
h
e
i
r
九九
A
V
M
e
γ

為。べ
、た

年

一

が

必

要

で

す

。

さ

れ

ず

放

縦

な

生

活

に

な

り

ま

す

か

も

の

の

あ

り

方

に

検

討

を

加

え

て

正

が

一

ら

、

家

庭

の

協

力

て

自

主
的
に
計
画

↓
巾
ゆ
加
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

3

を
実
行
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ

大
し

日

そ

の

ほ

か

、

水

泳

、

登
山
、
キ
ヤ
ン

来

き

た

い

も

の

で

す

。

プ
、
旅
行
な
ど
の
夏
の
行
事
は
心
身

昭

の
育
成
と
い
う
点
か
ら
好
ま
し
い
も

の
で
す
が
、
実
施
す
る
に
当
つ
て
は

細
か
い
注
意
と
徹
底
的
な
管
理
の
も

と
に
計
画
を
た
て
、
児
童
生
徒
の
安

全
を
第
一
と
し
無
理
の
な
い
も
の
と

し
、
不
注
意
に
よ
る
災
害
の
な
い
よ

う
と
く
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

(
教
育
委
員
会
)

津魚
。
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
考
え
る
。

保
養
を
第
一
と
す
る
子
ど
も
も
あ
る

が
、
あ
る
い
は
積
極
的
に
心
身
の
鍛

練
を
必
要
と
す
る
子
も
い
ま
す
。
何

よ
り
も
各
自
の
健
康
に
適
し
た
も
の

、，ノ-
号
一
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
と
く

日
一
に
耳
、

鼻
の
病
気
な
ど
治
療
を
要
す

引
一
る
も
の
は
、
こ
の
夏
休
み
を
利
用
し

G
一
て
全
快
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

-
O個
性
を
伸
ば
す
よ
う
に
す
る
。

無
理
の
な
い
プ
ラ
ン
で

ト
児
童
生
徒
の
学
習
は
毎
日
続
け
て
行

ぃ
、
休
み
の
終
り
に
ま
と
め
て
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
規
則
正
し
く
学
習

さ
せ
る
。

…一
し
び
れ
を
感
ず
る
」

「
ふ
く
ら
は
ぎ
を

は
日
が
経
っ
て
も
ビ
タ

ミ
ン
C
の
成

町一

j

-一
つ
か
む
と
い
た
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な

少
が
少
く
、
加
工
し
た
も
の
で
も
C

・一-一
症
状
は
ビ
タ

ミ
ン
B
欠
乏
の
徴
候
で
す

は
か
な
り
筏
っ
て
い
ま
す
か
ら
C
を
こ

と
る
の
に
す
ぐ
れ
た
食
品
と
い
え
ま
土
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
2

す
O

(

広
報
研
究
よ
り
)

三

l

こ
ん
な
と
き
の
対
策
|

l
i
l
i
a
-
-
I
l
l
i
-
-

一一

梅
雨
ど
き
は
ま
た
ヒ
フ
か
ら
体
熱
の

郷

土

紹

介

の

一

一
発
散
が
十
分
行
わ
れ
ま
せ
ん
っ
こ
れ
も

三
高
温
多
畑山
が
原
凶
で
す
。
そ
こ
で
身
体

ス

タ

ン

プ

利

用

を

一

一
に
熱
が
こ
も
る
と
熱
射
病
に
な
る
危
険

魚
津
郵
便
局
で
は
暑
中
見
舞
用
絵

一一
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
体
力
の
低
下

入
葉
書
を
七
片
一
日
か
ら
発
売
し
ま
…
一
に
よ
っ
て
結
核
性
の
病
気
が
悪
化
し
た

す
が
、
こ
れ
と
夏
だ
よ
り
に
ふ
さ
わ
一
一
り
再
発
し
が
ち
で
す
。

し
い
郷
土
紹
介
用
ス
タ
ン
プ
(
水
族
士
梅
雨
ど
き
を
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
切

舘
模
煉
)
を
公
衆
室
に
備
え
ま
し
た
一

一
り
抜
け
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
栄
養
と

の
で
せ
い
ぜ
い
利
用
さ
れ
る
よ
う
の

一一
休
息
が
第
一
。
昼
寝
を
す
る
と
か
、
夜

ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。

竺
早
く
休
む
と
か
、
ま
た
快
眠
が
で
き
る

I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-ー

一
ょ
う
寝
具
を
清
潔
に
す
る
と
か
、

あ
る

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
反
し
て
こ
の
ご

一
い
は
食
事
に
は
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
が

ろ
に
な
る
と
食
品
中
の
ビ
タ
ミ
ン
は
こ

一
不
疋
し
な
い
よ
う
気
を
く
ば
り
ま
し
ょ

わ
れ
や
す
く
、
同
時
に
寝
冷
え
、
生
水

一
う
の
こ
れ
は
ま
ず
お
母
さ
ん
が
腕
に
よ

み
ん
マ
も
の
な
ど
に
よ
っ
て
胃
腸
を
こ
わ

一
り
を
か
け
て
お
い
し
い
料
理
を
つ
く
っ

す
機
会
が
多
く
な
り
消
化
管
の
ピ

タ
ミ

一
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
注
意
し
な
け

ン
吸
収
率
は
低
く
な
り
ま
す
。
「
疲
れ
一
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
食
物
が
い
た
み
や

や
す
い
」

「
両
足
が
重
く
て
、
カ
が
入一

す
い
時
で
す
か
ら
、
変
だ
と
思
っ
た
ら

ら
な
い
」
「
肩
が
は
っ
た
り
、
筋
肉
が
一
煮
な
お
す
か
、
い
さ
ぎ
よ
く
捨
て
る
と

い
た
む
」
「
指
さ
き
や
口
の
ま
わ
り
に
一
か
し
て
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

生

育

は

順

調

大
切
な
七
月
の
農
作
業

.-"ロ
H
m
こ
と
し
は
春
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
た
の
と
早
植
栽
培
が
徹

・
九
時
叫

4
代
底
し
た
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
稲
の
生
育
は
順
調
で
す
。
生
育

…-U
司
一
周
淵
刈
・
小
川
は
幾
分
早
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
病
害
虫
の
発
生
も
少
く
、

7
z
-

f

-

-

-

-

l

実
に
好
ま
し
い
稲
の
姿
と
一三一
口
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
一
照
的
の
こ
と
で
個
々
に
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
発

生
し
つ
つ
あ
る
し
、
ま
た
今
後
充
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
i
こ
と
が

多
い
は
ず
で
す
。

と
く
に
七
月
は
稲
の
収
量
を
決
定
す
る
も
っ
と
も
大
切

な
向
期
に
当
り
ま
す
の
で
次
に
一
一
、
三
の
問
題
点
を
あ
げ
て
見
ま
し
ょ
う

マ
幼
穂
形
成
を
め
ぐ
っ
て
一
た
り
す
る
と
一

穂
の
粒
数
が
少
く
な
り

早
生
の
品
種
は
父
月
末
か
ら
、
中
生
一
ま
す
。
こ
の
時
期
は
稲
に
と
っ
て
も
つ

の
品
種
は
木
月
中
旬
か
ら
、
晩
生
は
本一

と
も
敏
感
に
ひ
び
く
と
き
で
す
か
ら
除

月
末
か
ら
幼
穂
が
形
成
さ
れ
る
時
期
で
一
草
な
ど
を
行
う
こ
と
は
慎
し
ま
ね
ば
な

す
D

こ
の
頃
に
稲
の
体
に
栄
養
が
不
足
一
り
ま
せ
ん
。

し
た
り
、
水
が
足
り
な
く
て
皐
ば

つ
の

一

マ

穂

肥

の

意

義

被
害
を
象
っ
た
り
、
病
虫
害
に
侵
さ
れ
一
出
穂
期
か
ら
朔
っ
て
三
十
二
日
前
を

幼
穂
始
原
体
の
形
成
期
と
い
っ
て
、
こ

の
頃
の
肥
料
は
粒
数
の
増
加
に
重
大
な

関
係
を
も
ち
ま
す
。
次
に
出
穂
二
十
五

日
前
の
流
安
施
用
は
積
極
的
に
一
穂
粒

数
を
増
加
す
る
の
で
は
な
く
、
枇
や
く

ず
米
を
防
ぐ
の
に
役
立
つ
し
、
出
穂
十

五
日
頃
前
に
施
宇
減
数
分
裂
期
の
追
肥

は
一
般
に
退
化
籾
の
発
生
を
少
く
し
、

粒
重
の
増
加
を
は
か
る
目
的
を
持
つ
も

の
の
よ
う
で
す
。

以
上
三
つ
の
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
の
闘

場
に
よ
っ
て
ど
の
手
を
う
っ
か
は
自
ら

異
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
幼
穂
形
成
期
前

は
肥
切
れ
し
た
場
合
、
少
量
の
つ
な
ぎ

肥
で
ほ
ん
の
幼
穂
形
成
期
ま
で
の
つ
な

田
干
し
て
倒
伏
と
病
害
虫
を
防
ぐ

青
固
ま
わ
り
批
判
会
も
ぜ
ひ
ノ
.

抑
制
、
倒
伏
防
止
を
ね
ら
っ
て
登
場
し

た
も
の
に

2
4
D
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
も
年
々
施
用
が
増
え
て
来
た
が
、
ま

だ
使
い
方
に
一
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う

-

-

、
一
で
す
。
先
ず
使
用
す
る
時
期
で
す
が
、回

マ
無

効

分

け

つ

の

抑

制

一

な

っ
て
き
た
の
は
早
憾
の
害
だ

し

日

一

一

-
U
一
植
後
三
十
五
日
か
ら
四
十
回
の
間
で
あ

早
植
し
て
も
収
量
の
よ
ら
な
い
原
因
一
効
分
け
つ
が
多
く
な
れ
ば
一

層

一
帯

一

の
引
に
、
早
植
を
す
れ
ば
早
く
有
効
一
粒
数
を
減
ず
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

一
る
が
、
早
田
生
種
等
は
う
ん
と
そ
の
間
隔

一

一
が
つ
ま
っ
て
く
る
か
ら
余
程
気
を
つ
け

茎
は
確
保
さ
れ
る
が
か
え
っ
て
株
を
大

一
で
、
こ
の
頃
の
相
当
思
い
切
っ
た
田
干
一

一

一
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早
過
ぎ
る
と

き
く
し
て
無
効
分
け
つ
を
多
く
発
生
せ

一
し
が
の
ぞ
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

一

一

一
茎
数
の
雌
保
が
困
難
に
な
る
し
、
お
く

し
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
無
効
分

一

マ

水
の
か
け
ひ
き
を
充
分
に

一

け
つ
を
少
し
も
出
さ
な
い
稲
作
り
は
む

一

寒

い
日
は
深
水
に
し
、
暖
い
日
中
主

一
れ
る
と
、
穂
の
形
成
を
妨
げ
る
よ
う
に

一

t
一
な
る
か
ら
、

早
生
な
ら
早
簡
に
よ
っ
て

ず
か
し
い
が
、
な
る
べ
く
少
く
す
る
こ

一浅
水
で
ゆ
く
と
分
け
つ
は
促
進
さ
れ
る

一

一

一

有

効

茎

を

早

く

と
る
と
使
用
す
る
巾
が

と
は
理
想
で
し
ょ
う
。
出
穂
四
十
日
前

一
が
、
有
効
茎
を
と
っ
た
ら
田
干
し
に
か
一

一

一
広
ま
る
か
ら
使
い
易
く
な
る
。
昨
年
試

頃
の
肥
料
の
効
き
過
ぎ
は
無
効
茎
を
多

一
か
る
が
、
稲
の
幼
砲
を
形
成
す
る
よ
う

一

一

£
一
験
し
た
粒
状
の

2
4
D
は
、
使
用
に

↑

く
し
ま
す
。
無
効
茎
が
多
く
な
る
と
、倒

一
に
な
る
と
、
水
を
切
ら
し
て
は
な
ら
f
一

伏
、
と
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、

一
い
。
肥
料
の
不
足
も
大
切
で
あ
る
が
、

一
使
で
あ
る
が
効
果
が
お
ち
る
よ
う
だ
。

一

一

こ
れ
は
ま
き
む
ら
が
で
き
る
か
ら
で
、

と
く
に
近
年
紋
枯
病
の
発
生
が
ひ
ど
く

一
濯
水
が
充
分
で
な
い
と
大
打
撃
を
受
け
一

{
j
j
i
l
l
-
j

一
ま
す
。
ま
た
十
五
日
か
ら
五
日
前
に
わ

一
従
っ
て
平
均
に
ま
く
工
夫
が
必
要
に
な

ぎ
程
度
と
し
て
止
め
て
お
き
ま
す
。

一
た
る
減
数
分
裂
期
の
水
不
足
土
、
退
化

一
っ
て
く
る
。
そ
し
て
価
格
も
割
高
に
な

-

t

、
-f
一
る
よ
う
で
す
。

マ

倒

伏

の

原

因

一籾
を
増
加
さ
せ
る
。
以
上
の
一
一
一
つ
の
民

一

昨
年
の
稲
は
多
く
倒
れ
た
が
、
今
年
一
期
は
、
と
く
に
濯
水
に
意
を
用
い
る
。

一

マ

青
固
ま
わ
り
批
判
会
の
す
す
め

も
倒
伏
す
る
稲
は
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
一
こ
れ
以
外
の
と
き
に
は
新
し
い
水
と
入

一

肥
料
の
足
ら
な
い
田
閥
、
肥
料
が
余

一
れ
替
え
て
酸
素
を
供
給
し
、
水
温
が
あ

一
っ
て
黒
く
葉
の
垂
れ
て
い
る
も
の
、
病

こ
れ
は
出
穂
四
十
日
頃
か
ら
二
十
日
位

一

一

一
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
水
が
滞
る
と

一害
虫
の
発
生
し
て
い
る
田
閥
、
い
つ
肥

前
の
聞
に
、
窒
素
が
効
さ
過
ぎ
る
と
地
一
根
腐
れ
を
誘
発
し
秋
搭
と
な
り
ま
す
。

一
料
を
ど
れ
だ
け
や
る
か
、
田
干
し
を
い

際
の
節
聞
が
延
び
過
ぎ
る
か
ら
で
あ
る

一

マ

計
叫
叫
の
施
用

一
つ
や
る
か
、
そ
し
て
幾
日
位
干
す
か
、

ま
た
元
肥
を
過
重
に
施
す
と
市
の
稗
は

一

四
つ
訂
叶
計
伊
消
し
、

無
効
分
け
つ

一
ど
し
ん
な
薬
を
い
つ
ど
う
し
て
ま
く
か
、

長
く
な
る
。
こ

の
よ
う
に
稗
カ
長
く
な

一
:
:・
J
i
-
-
-
i
l
i
-
-
-
、J
i
-
-
J
:
i
f
-
-
:
・6
一
部
海
ダ
同
問
問
で
ゆ
く
に
は
ど
う
す
る

り
、
節
問
が
伸
長
す
る
と
倒
伏
を
起
す

一…

申

告

所

得

税

第

一

期

分

の

)

一
か
等
、
い
ち
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
た
今

原
因
と
な
る
か
ら
施
肥
の
面
で
は
、
こ

一…

.

納

期

は

7
月
引
固
ま
で

ニ
月
こ
そ
、
稲
作
の
天
王
山
と
い
え
ま
し

一

一

ょ
う
。
こ
の
と
き
に
部
落
一
同
が
集
り

の
頃
に
窒
素
の
効
き
過
ぎ
に
な
ら
な
い

一…
・
い
よ
い
よ
第
一
期
分
の
納
期
が

…
一
青
固
ま
わ
り
を
し
て
み
ん
な
で
批
判
研

よ
う
に
注
意
す
る
o

管
理
の
面
で
は
四

一…
き
ま
し
た
。
納
税
準
備
を
し
て
い
こ
究
会
を
ひ
ら
い
て
、
共
に
手
を
と
り
あ

十
日
前
位
に
強
い
中
干
し
を
し
て
、

無

一…
.
た
だ
い
て
七
月
一
二
十
一
日
と
い
わ
こ
っ
て
食
糧
増
産
に
進
ま
れ
ん
こ
と
を
お

効
分
け
つ
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
窒
素
一
日
・
ず
早
目
に
完
納
し
て
下
さ
る
よ
う
…

一
す
す
め
し
ま
す
c

(

農
業
指
導
所
)

の
肥
効
を

一
時
的
に
お
さ
え
る
よ
う
に
士
お
願
い
し
ま
す
。

…・
ア

『

し
i
す
。
ま
た
冷
水
の
か
け
流
し
で
二

一v

な
お
予
定
納
税
基
準
額
通
知
書

…
一
一

七

月

の

天

気

概

況

一

一・
お
よ
び
納
付
書
は
六
月
十
五
日
送
~
.
二

一

十
度
以
下
に
す
る
こ
と
も
一
方
法
で
し

一~
付
済
で
す
o

(

魚
津
税
務
署
)
山
一
一

月
は
じ
め
は
梅
雨
型
の
気
圧
配

一

ょ
う
。

一…

γ
-
j
i
-
-
:
:
・
:
:
:
・
川
一
一
置
で
梅
雨
ら
し
い
天
気
が
続
き
ま

一

1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-

一一

す
が
、
と
こ
ろ
に
よ
り

一
時
大
雨

一

障
害
を
き
た
し
、
歩
く
こ
と
が
困
難
と
一
一

に
な
り
そ
う
で
す
。

一

腰
麻
簿
(
ょ
う
ま
ひ
)
の
な
り
、
あ
る
い
は
起
つ
こ
と
が
全
く
で

一
一

し
か
し
中
休
み
も
多
く
陽
性
型

一

発

生

を

防

ぎ

ま

し

ょ

う

1

一
一

の
梅
雨
と
な
る
見
込
み
で
す
口

一

き
な
く
な
り
ま
す
。

一
一

梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り
早
く
、

一

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
動
物
等
に
腰
運
動
不
充
分
の
た
め
使
郁
し
や
す
く

二

七
月
の
上
旬
前
半
頃
で
、
そ
の
後

一

麻
痔
が
発
生
し
ま
す
o

こ
れ
は
蚊
の
媒
糞
は
紡
錐
形
、
三
角
形
、
間
内
形
な
ど

一
一
は
夏
ら
し
い
天
気
が
多
く
な
り
そ

一

介
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
で
、
多
く
は
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
症
状
を
同
車
す
る
よ

一
一
う
で
す
。

由

三

月
の
後
半
頃
、
前
線
の
南
下
に

一

緬
羊
、
山
羊
に
感
染
が
見
ら
れ
ま
す
。
う
に
な
り
ま
す
。

一
一
よ
り
北
陸
北
部
で
は
対
候
の
一
時

一

症
状
は
感
染
後
お
よ
そ
二
十
日
前
後
こ
の
予
防
対
策
と
し
て
予
防
注
射
が

二

グ
ズ
つ
く
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

一

に
元
気
が
な
く
な
り
、
運
動
が
不
活
発
あ
り
ま
す
が
、
従
来
あ
ま
り
受
け
て
お

ご

ま
せ
ん
。

一

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
発
熱
も
な
く
、
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
今
年
は
ぜ
ひ
受

二

月
を
通
じ
て
の
平
均
気
温
は
や

一

一
一
や
高
く
、
降
水
量
は
少
な
め
で
、

一

食
慾
に
余
り
異
常
を
認
め
る
こ
と
は
少
け
て
病
気
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
o

一一
日
照
り
は
や
や
多
い
見
込
み
で
す

一

い
が
、
次
第
に
後
肢
が
麻
癖
し
て
運
動

~

t

一


